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作業行程

　建具は１日の作業工程でというのは難しいですね。まず注

文を受け材料を選び、木取りという作業を始めて、木を削っ

ていく。次に墨を寸法通りにつけて、穴を彫って、ほぞや

溝を作る。ほぞは木と木を組み、形を作るもののことやね。

溝はガラスを入れたり、雪見障子など上がり下がりのための

溝です。溝がなかったら戸は閉まりません。他に組子が入っ

たりしたときは何本入るかを計算したりします。

建具の入れ替え

　建具の入れ替えはそんなに大変ではないですね。入れ替え

する間口寸法を測って、希望の枚数を制作していくんやね。

またふすまの張り替えを希望されても、できないことがあ

り、入れ替えに変わることもありますね。

水に強い木たち

　ヒノキは一番長くもつし、水に強い。だから桶によく使

われるんやね。桶にはサワラもよく使われるわけやけども、

サワラもやはり水に強い。他に青森ヒバ、能登ヒバも水に強

いんやわ。

絵をつくる　　　　　　　　　　

　絵をつくるということはマスの中に組手（くで）と呼ばれ
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るものを組み込んでいき、木のもつ特徴を生かし、色々な種

類の木材を使い、描いていく。使われる材料は神代杉、他に

ヒノキや秋田杉、青森ヒバ、能登ヒバ、ホウの木、外材なん

かやね。

測るための機械・手法

　昔は尺の差しで幅、高さの寸法を測り、コンパスで角度を

割り出し、組子の間隔を決めていたんだけれども、今は条件

を打ち込めば角度が決まって、割り出しもきっちりとしてく

れるコンピューターの機械があるんですわ。

伝統的技術とお客様の求めるものの折り合い

　これからは建具だけでなく、人の希望する品物を作ってか

ないとならんわけやね。そのためにはいろんなところに見学

に行ったり、高級デパートや安い店などに行き、お客さんが

何を求めているのかを学習することも大切やな。今、屏風や

行燈、衝立、コースターなどもその試みの一つやわ。田鶴浜

建具は 360 年の伝統の技術であるからには田鶴浜建具の PR

なんかをいていかんといけんわね。

建具の修理

　建具は 30 年あまりもつんですけども、建具が動かなく

なったとか、動きにくい直してくれというようなことを言

われます。家というのは瓦がのったり、雪が積もったりと、

屋根から重みがかかり戸が動かなくなりますんで、少し削っ

てあげると動きがよくなるんですわ。また戸車がへり動かな

い場合は戸車を替えるんやね。

これからは女性ターゲット

　今までは純和風の家で、ふすまや障子が多かってんわ。家

内にも光が少ないんが当たり前であって、男性向けの風格が

あったわけやね。これからは男性より女性向きの建具を作ろ

うと思っとる。女性向けにするには明るく色を使ってガラス

製品も使うんやね。隣町の能登島ガラス工房さんとのコラボ

もしていこうとも考えとるんやわ。

伝統の継承

　全国大会に向けて作った建具を後継者や人に見てもらう

ことが一番大事やね。後継者ばかりでなく、お客さんにも見

ていただいて、組子の建具やケヤキの一枚板の帯戸なんかの

自慢のできる建具を入れてもらって、口コミなどで田鶴浜の

高級建具が広められていければいいと考えるわけやね。

これからの建具産業

　このままでは、建具業界はダメや。やはり住宅嗜好が変

わってきとる。ほとんどの住宅は壁で仕切られ、引き戸は無

く、ドアがほとんどなんやわ。これからは建具の入れ替えが

主であると思うし、それ以外に建具以外のものも考えること

も大切やね。

まとめ

　苦労を惜しまず取り組んでいけば芽が出てくるわいね。日

本の国はものづくりや木から始まった国ですから、ものをつ

くらないと日本の国は生きてゆけんのや。我々建具屋も得意

分野があり、得意分野を生かし、ものづくりをしていこうと

思います。����������




